
第１号議案 

2025 年度事業報告 

 

１ 企画調整活動 

（１）第 33 回総会の開催 

日時：2025 年 6 月 13 日（金） 13：00～ 

場所：和歌山県自治会館 201+202 会議室（和歌山市茶屋ノ丁 2-1） 

議題：2024 年度事業報告・決算報告、2025 年度事業計画案・予算案、役員改選案 

 

（２）幹事会の開催（場所はいずれも市民の力わかやま事務所とオンライン会議併用、時間：16:30～） 

①第 1回幹事会（日時：2025 年 5 月 15 日（木）） 

議題：総会議案等の審議、講演会、部会運営規定、その他 

②第 2回幹事会（日時：2025 年 6 月 13 日（金）） 

議題：幹事長、各部会長挨拶等、その他 

③第 3回幹事会（日時：2025 年 12 月 4日（木）） 

議題：講演会報告、部会活動、情報化フォーラム、その他 

 

（３）情報交流会の開催 

県内各市町村の意見を聴く機会として以下の市町を訪問し情報交流会を開催した。（順不同） 

  場所：御坊市、田辺市、新宮市、美浜町、日高町、日高川町、 

太地町、紀美野町 

 

２ 普及啓発活動 

（１）WIDA 講演会 2025 の開催 

「地方におけるデジタルイノベーションの可能性について」 

日時：2025 年 6 月 13 日（金）14：00～ 

場所：和歌山県自治会館 201+202 会議室（和歌山市茶屋ノ丁 2-1） 

内容：テーマ「地方におけるデジタルイノベーションの可能性につい

て」  

① 講演：渡邊昇治氏（内閣府 科学技術·イノベーション推進事務

局統括官（AI 等担当）） 

② 質疑応答 

参加者数：106 名 

 

 

（２）わかやま地域情報化フォーラム 2026 の開催 

テーマ：「無人航空機（ドローン）の活用事例と今後の可能性」 

日時：2026 年 1 月 23 日（金）13:30～16:10 

場所：和歌山県自治会館 203 会議室（和歌山市茶屋ノ丁 2-1） 

※オンライン配信を併用 

主催：和歌山県、和歌山県情報化推進協議会 

内容：  

① 基調講演 

「持続可能なインフラ DX の社会実装に向けて 

 ～空間情報× ドローン×AI で進める維持管理の高度化～」 



講師：吉田大介氏（大阪公立大学大学院情報学研究科准教授） 

② 県内事例紹介 

「田辺市デジタルツインプロジェクト（DTP） 

  ～デジタルツインの構築による地域の「魅力」・「価値」・「利益」の向上～」 

講師：田上健太郎氏（田辺市建設部建築課調査計画係係長） 

③ 講演 ＊オンライン講演＊ 

「デジタルライフライン全国総合整備計画 ドローン航路政策の現状と今後の展望」 

講師：原田玲於氏（経済産業省商務情報政策局情報経済課アーキテクチャ戦略企画室係長） 

④ 講演 

「ドローン航路の整備と今後の展望」 

講師：小関賢次氏（株式会社トラジェクトリー代表取締役社長） 

 

 ・ＶＲ体験 

協力：バーチャルたなべプロジェクト 

体験時間：開始前、休憩中、終了後 

 

参加者数：延 124 名（会場 59 名、オンライン 33 名、アー

カイブ配信 32 名） 

※終了後、収録した映像をもとに希望者及び会員向け

に動画アーカイブ配信を行った。 

 

（３）その他普及活動 

・和歌山県デジタル社会推進課の提案・企画をもとに、和歌山地域情報化フォーラムを実施した。 

 

（４）後援等 

・「ＮＰＯ・ボランティアのための災害被災地支援講座」の後援 

日時：2025 年 9 月 13 日（土）14:00 ～  

場所：和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C   ※オンライン併用 

主催：和歌山県 NPO サポートセンター／ NPO 法人わかやま環境ネットワーク 

   てとこと市実行委員会／市民の力わかやま 

・NPO 法人和歌山地域医療情報ネットワーク協議会 設立 20周年記念シンポジウム 

「南海トラフ大地震・その時～医療・介護情報ネットワークをどう活かすか」の後援 

日時：2025 年 12 月 6 日（土）14:00 ～  

場所：和歌山県民文化会館 特設会議室 

主催：NPO 法人和歌山地域医療情報ネットワーク協議会 

・「南海トラフ大地震に備える防災公開討論会·座談会」の後援 

日時：2026 年 2 月 14 日（土）14:00 ～  

場所：キナン 研修センター 

主催：南海トラフ大地震に備える番組製作委員会 

  



３ 調査研究活動 

（１）ICT 利活用普及部会：ICT 利活用の最新事例紹介や意見交換等を行う。 

部会長：満田成紀（和歌山大学戦略情報室教授） 

１）「WIDA 市町村職員向け生成 AI利活用セミナー」の開催 

 行政担当者が抱える生成 AI利用への疑問や不安を解消し、積極的な利活用を促進することを目

的としたセミナーを実施した。 

日時：2026 年 1 月 14 日（水）14:30～16:30 

場所：和歌山県民文化会館 101 号室＋オンライン 

内容： 

① 講演 

「生成 AIを「使ったことがない」から「使いたい」へ ～生成 AI 開国の地 横須賀市の取り組

み～」 

講師：太田耕平氏（横須賀市経営企画部デジタル・ガバメント推進室） 

② トークセッション 

・太田耕平氏（横須賀市経営企画部デジタル・ガバメント推進室） 

・満田成紀氏（ICT 利活用普及部会長） 

 

参加者数：延 90 名（会場 11 名、オンライン 56 名、アーカイブ配信 23 名） 

 

２）以下の 2事業に協賛 

a) NASA Space Apps Challenge KUSHIMOTO 2025 

米国の NASA が毎年主催する世界同時ハッカソン Space Apps Challenge で、NASA が公開

しているオープンデータ等を使用したアプリケーションの開発を競い合った。 

日時：2025 年 10 月 4日（土）～5日（日） 

場所：和歌山県立潮岬青少年の家（和歌山県東牟婁郡串本町潮岬 669） 

主催：「NASA Space Apps Challenge KUSHIMOTO」 実行委員会 

 

b)和歌山データサイエンスハッカソン 2025 

前年度に引き続きさらなる高度関連人材の育成を目的として、合宿形式で、POS データを

使用してチーム単位でデータ分析を行い、課題発見・課題解決の能力を競いあった。またプ

レゼンテーションによる審査により優秀チームを選奨した。 

日時：2025 年 12 月 5日（金）～7日（日） 

場所：クオリティソフト株式会社 INNOVATION SPRINGS（西牟婁郡白浜町中 1701-3） 

主催：和歌山大学 

 

（２）教育 ICT 研究部会：教育分野の ICT 利活用の研究等を行う。 

部会長：豊田充崇（和歌山大学大学院教育学研究科教職開発専攻教授） 

 

県内の小・中・高校生が獲得すべき情報活用能力の指針に沿い、また問題解決的な趣向を加味し

た新たなプログラミング教育を進める観点から、和歌山県内の児童生徒らの「情報活用能力向上

（生成 AI活用を含む）」の方策及びプログラミング教育の普及・推進を図ることを目指し特に県内

の先進的な授業実践事例の収集などをおこなってきた。特に、和歌山市立中学校の技術・家庭科、

紀美野町立小学校や新宮市立中学校での「総合的な学習の時間」における実際のプログラミング授

業、そして和歌山大学教育学部附属小学校「ICT 授業研究会」（プログラミング、３Ｄプリンタ活

用、生成 AI 活用事例）など県内広域に参観し、教育現場での実態把握に努めた。 

その成果を生かし、教員養成・現職教員研修の支援、プログラミング教育の推進における指導者

へのサポート体制となることを目指したリーフレット等の素案を立てることができた。 



 

（３）防災研究部会：災害発生時に必要となる情報共有・広報活動について、情報通信・放送など多様な

情報基盤を活用するための研究等を行い、また、臨時災害放送局サポーターの募集・登録や、災害時

に被災者を支える災害情報・生活情報を速やかに提供できるシステム構築を目指す活動を継続した。 

部会長：大林紀雄(臨時災害放送局サポーター、元NTT西日本BF和歌山支店和歌山営業所所長） 

１）臨時災害放送局設置運営訓練の実施 

日時：2025 年 12 月 14 日（日） 11:00～16:00 （スタジオトークは 11:00～13:00） 

場所：御坊市民文化会館 

運営：WIDA 防災研究部会 

協力：臨時災害放送局サポーター、FM田辺、エフエムプラプラ（インターネット放送） 

FM 放送： 周波数 82.4MHz（出力 20W） 

機材の設置： 訓練当日、近畿総合通信局が提供した FM放送機材を設置 

ゲスト出演者： 御坊市、近畿総合通信局、和歌山県危機管理部、自衛隊和歌山県地方協力本部、

御坊市社会福祉協議会、自主防災組織連絡協議会、日高郡各町、FM新宮 

聴取者アンケート： 放送を聞いた人に対して、アンケートフォームから回答を収集 

御坊市が主催する「イベント開催中の発災を想定した避難訓練コンサート」と連携し、会場の市民

文化会館に特設スタジオを設け、市民の皆様にラジオの重要性を訴える放送を実施 

 

２）可聴域調査への協力 

①御坊市 

日時：2025 年 12 月 13 日（土） 

場所：御坊市役所屋上 

実施主体：近畿総合通信局 

測定箇所：指定避難所各所など 

②太地町、新宮市 

日時：2026 年 3 月 5 日（木）～6日（金） 

場所：太地町多目的センター、新宮医療センター 

実施主体：近畿総合通信局 

測定箇所：指定避難所各所など 

 

３）「臨時災害放送局サポーター」の募集・登録 

内容：大規模災害に備え、被災地で臨時災害放送局の開設・運営にあたるボランティアの「臨時災

害放送局サポーター」募集を 2016 年に開始、現在も募集継続中。 

開始時期：2016 年 4 月 21 日（木）～（継続中） 

2026 年 3月末現在のサポーター人数： 

サポーター登録者数 25 名（うち県内登録者数 14名） 

内訳：無線従事者 16 名（第一級陸上無線技術士 13 名、第二級陸上無線技術士 3名） 

情報ボランティア 9名 

 

４）他団体との連携 

・和歌山県災害ボランティアセンターに和歌山県情報化推進協議会として加入している。 

 

  



４ 情報提供活動 

（１）協議会ウェブサイト（https://wida.jp/）の管理・運営。 

協議会の活動の告知、報告ページの作成等を随時行った。 

（２）メールマガジンの配信 

希望する会員あてに国・県の施策やイベント情報を月１回

程度配信。その他、会員からの情報提供内容を随時配信。 

（３）SNS を利用した広報および会員の交流促進 

Facebook で協議会ページを作成。広報、およびイベントの

告知等に利用。 

https://www.facebook.com/wida.jp 

（４）協議会の活動を動画配信（会員限定） 

・わかやま地域情報化フォーラム等で撮影・編集した動画などを保存・配信 

 

５ その他 

（１）和歌山県警察本部（サイバー犯罪対策課）の広報活動に協力 

サイバー犯罪等に関する情報提供内容を随時メーリングリストで告知または WIDA ウェブサイト

に掲載し、広報活動に協力した。 

 

（２）近畿情報通信協議会、近畿情報通信関係団体連携促進会議への協力 

近畿情報通信関係団体連携促進会議に参加：2025 年 9月 30 日（火） 

 

（３）近畿総合通信局、関東総合通信局との情報交換等 

近畿総合通信局、関東総合通信局と様々な手段で情報交換等などを行った。 

 

以上 


